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radycardia associated
 with external cepha
lic version. 

 J Matern F
etal Neonata
l Med. 

2017 epub 2017 

谷垣伸治，芝田
恵，松井仁志，串
本卓哉，左合治彦 

子宮底圧迫法（クリス
テレル胎児圧出法） 

ペリネイタル
ケア 

36(2) 64-68 2017 

谷垣伸治，中村紀
友喜，芝田恵，髙
橋由佳，串本卓
哉，松井仁志，左
合治彦 

胎児腹腔内異常像の
鑑別ポイントは？ 

臨婦産 7 1  ( 増刊
号) 

79-84 2017 

永森久美子  [ケ
アの解説]，谷垣
伸治  [エビデン
ス解説]，小川浩
平，芝田恵，左合
治彦 

吐き気・嘔吐． ペリネイタル
ケア  

36(9) 50-54 2017 

谷垣伸治，芝田
恵，舟木哲，小川
浩平，赤石理奈，
佐々木愛子，左合
治彦 

妊産婦の発熱． 周産期医学  47(増刊号)  87-91 2017 

若尾文彦 わが国のがん診療体
制－常に活用を考え
る 

Medical Pract
ice 

34 2-7 2017 

若尾文彦 第3期がん対策推進基
本計画（案）のポイン
ト 

保健師ジャー
ナル 

73 978-984 2017 

若尾文彦 がん対策による生存
率向上とがん登録 

東京都小児科
医会報 

36 11-15 2017 
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対馬ルリ子 

 

 

十 代 の 性 感 染 症

（HIV/AIDS,梅毒）の

予防から考える 

思春期学  VOL.36 

NO.1 

87～94 2018/3/25 

対馬ルリ子 女性の生涯の健康支

援と妊娠・出産 

母子保健  第 704 号 1～3 2017/12/1 

対馬ルリ子 松本賞によせて 東京思春期保

健研究会  

News 

Letter 145

号 

2 2017/9/4 

対馬ルリ子 女性とホルモン ENTONI  No.207 11～18 2017/6/15 

対馬ルリ子 CSW61（国連女性の

地位ウィーク）参加報

告 

東京思春期保

健研究会  

News 

Letter 144

号 

5 2017/4/21 

対馬ルリ子 コンドーム法のメリ
ット・デメリット 

婦人科の実際 56 45-48 2017 

対馬ルリ子 女性の健康 調剤と情報 23 49-54 2017 

 
対馬ルリ子 母子の健康 ロータリーの

友 
65 69-73 2017 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


